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研究成果の概要（和文）：
日本における英語・ドイツ語・フランス語の音声教育の実態を把握するために、国内外で出版さ
れた３言語の外国語学習用の教科書を定量的・定性的に分析した。また国内の高校・大学生を対
象に、これまで受けてきた音声教育について意識調査を行い、音声教育の実態と学習者側の意識
の隔たりを明らかにした。音声習熟度判定用の読み上げテキストのコーパスを作成し、母語話
者・学習者の発話をデータベース化した。

研究成果の概要（英文）：

We collected and organized the present situation of phonetic education of foreign languages

in Japan by qualitatively and quantitatively analyzing the learning materials of English,

German and French published in Japan and foreign countries. We issued a questionnaire to

Japanese learners of the 3 languages. We surveyed the phonetic education which they have

received so far and their feelings and reactions about the education, and analyzed the

gaps between the actual conditions of the education and learners’ feelings and reactions

about it. We collected a corpus of actual speech of native speakers and Japanese learners

of the 3 languages to prepare reading textbooks, and made the information of the corpus

into a database.

The results are published and reflected in the research papers, reference books for

pronunciation and so on.
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１．研究開始当初の背景
以前の科研プロジェクトでは英語、ドイツ語、
フランス語の言語「らしさ」を解明するため
に分節素およびアクセントグループの音響
分析を行い、その言語「らしさ」の音響的特
徴を明らかにした。被験者の音声習熟度の差
は外国語運用能力に関係ないことが確認さ
れた。音声の習熟度には個人差があり、学習
者個人がこれまで受けてきた音声教育や個
人の学習スタイルに左右されることが推測
された。従って日本における外国語音声教育
の現状を実態調査すると同時に、学習者側か
らの視点で音声習得を解明することがその
言語「らしさ」に近づくためのステップであ
り、その結果を発音教育に反映させることは
コミュニケーション上重要なその言語「らし
さ」を習得させる方法や手段の解明につなが
ると思われた。

２．研究の目的
これまでの科研プロジェクトで得られた音
響分析結果をもとに(1)学習者の音声習熟レ
ベルを確定し、(2)各レベルの学習者がこれ
まで受けてきた音声教育を調査・分析すると
ともに学ぶ側の視点から音声教育の効果的
な方法を探る。(3)大学での外国語教育の中
で重要な言語である英語、ドイツ語、フラン
ス語の 3言語を比較しながら包括的な外国語
音声教育へとつなげる。

３．研究の方法
(1)学生の音声習熟度を英語、ドイツ語、フラ
ンス語の教育関係従事者、滞日歴6カ月未満の
母語話者5人ずつがオンラインによる4段階の
判定を行い、習熟度と音響データとの関連を
検証した。判定には分節素(母音、子音)と超
分節素（リズム、イントネーションアクセン
ト）の８項目が含まれ、各文型（平叙文2・疑
問文2・命令文1）を用いて評価を行った。対
象者は各言語の音響データにより判断された
初級学習者・中級学習者3人ずつの合計30文の
録音音声を使用した。
(2)国内外で2009年・2010年に出版・改訂され
、日本での使用頻度の高いと推定される3言語
の外国語学習用の教科書（英語８８冊、ドイ
ツ語30冊、フランス語34冊）の中で音声教育
に関する箇所について１２項目（分節素、超
分節素、対立、発音例の有無、解説の有無、
練習問題の有無など）の計量化を行った。
(3)教材分析と並行して各言語の学習者（国内
の高学生・大学生対象；英語2486人、ドイツ
語１１72人、フランス語1050人）に音声教育
に関するアンケート調査（授業内容、授業環
境、意識調査に関する16項目）を実施し、こ
れまで受けてきた音声教育の実態を調査する

とともに教材分析の結果との異同を分析した
。
(4)学習者の音声習熟度を判定するために言
語別、6種類のテキスト（読み上げテキスト2
本、中級・初級用会話テキスト4本）、インタ
ヴュー用のテーマリストを作成した。各テキ
ストには分節素・超分節素の習熟度を判定す
るために各言語の音素目録が反映され、各文
型（平叙文、疑問文、命令文、従属文など）
が埋め込まれている。

４．研究成果
音声教育を行う場合には、対象言語「らしさ」
（likeness）を身につけることがコミュニケ
ーション上重要となる。これまでの科研プロ
ジェクトではその言語「らしさ」について音
響的側面から分析を行ったが、今回のプロジ
ェクトではこの基礎的研究で得られた結果
を音声教育に応用した。主な結果は以下の通
りである。
(1)教育関係従事者および滞日歴 6 カ月未満
の母語話者 5人ずつが、音響データにより判
断した初級学習者・中級学習者レベルの各 3
人に音声習熟度判定を行った結果、フランス
語の教育関係従事者及び一般母語話者の判
定では初級学習者と中級学習者の間に顕著
な差がみられ、ドイツ語と英語では教育関係
従事者による判定でかなりの差が認められ
たことから、音響データと音声習熟度との関
連性が分節素と超分節素レベルで確かめら
れたといえる。
(2)各言語の教科書分析と学習者の意識調査
の結果から次の点が明らかになった：①総ペ
ージ数に占める音声教育の割合は、３言語と
も平均３％前後と極めて低い数値であり、学
習レベルが上がるほどその割合は低下する。
②３言語とも教科書の超分節素の割合(平均
３％)が低く、学習者の意識調査で得られた
結果と一致する。③日本で出版されたドイツ
語とフランス語の教科書は、「つづり字の読
み方」の割合が高いが、ドイツ語やフランス
語の教科書では「韻律」と「対立」に多くの
ページが割かれている。④中学校の英語教科
書ではコミュニケーションを目的とする韻
律に占める割合が 50％以上だが、高校では
30%に下がり、分節素（子音、対立など）に
教育の重点が移動する。
⑤「発音をもっと教えてもらいたい」とする
学生は約半数を占め、「発音の上達」に関心
のある学生は 90％以上であることは学習者
の意識と教科書の音声教育実態が乖離して
いるといえよう。⑥情報伝達に重要な言語リ
ズムの扱いは、教科書、授業内容ともに低く、
音声教育の分野での補完が必要である。
(3)学習者の音声習熟度を判定するためのタ
スクを開発し、各言語の母語話者5名および日



本人学習者150名が産出した音声を収録し、デ
ータベース化して言語別・（非）母語話者別・
習熟度別（中級者・初級者）のコーパスを構
築した。
(4)音声習熟度の高い学生は、学習ストラテ
ジーの中でも自己モニターストラテジーと
計画ストラテジーを使い、発音の重要性を認
識し、モティヴェーションが高いという結果
が得られた。
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